
１．趣　旨
　　被災地はもとより、社会全体に大きな影響を与えた東日本大震災から約１年を迎えようとしています。
政府の東日本大震災復興構想会議での復興への提言には、自然災害を完全に封ずることができるとの思想ではなく、災害時の被害を最小化する「減災」の考え方が重要であると謳われています。この「減災」の考え方に基づけば、「逃げる」ことを基本とする防災教育の徹底やハザードマップの整備等のソフト面とハード面での重層的な対策を組み合わせることが求められています。
さて、この度は近畿ブロックの社会福祉協議会が支援に入った宮城県南三陸町社会福祉協議会から大震災を通じた体験を聞き、また、府内の施設や社会福祉協議会をはじめとする被災地へ赴いたさまざまな支援者の体験や視点を共有することにより、施設・社会福祉協議会、行政はもとより民生委員・児童委員、ボランティアなど地域ぐるみで、大阪における「減災」への取り組みを進めることを目的に開催します。
　２．日　時
平成24年2月27日（月）13：00～15：10（12：30～受付）
※10：30～15：10まで、防災ずきん、非常食等、防災に関する展示も行ってお
ります。
３．会　場
大阪国際交流センター ２階 大会議室 さくら（大阪市天王寺区上本町8-2-6）
４．プログラム

13：00～13：30

【基調講義】「明日は必ず来る！南三陸」～復興への兆し～

宮城県本吉郡 南三陸町社会福祉協議会 総務課長 猪又隆弘 氏
13：40～15：10
【パネルディスカッション】「防災から減災へ～今、備えるべきこと～」
○コーディネーター  神奈川県立保健福祉大学　教授　河幹夫 氏

○パネリスト　　　　南三陸町社会福祉協議会　総務課長　猪又隆弘 氏

老人施設部会ＣＳＷ（岩手県大槌町社協への支援者）

東大阪市社会福祉協議会　事務局長　西良人氏

大阪府危機管理室 危機管理課 企画推進グループ
総括主査 川路修祐 氏
５．主　催
大阪府社会福祉協議会・福祉と共生のまちづくり推進会議
マッセＯＳＡＫＡ〈（公財）大阪府市町村振興協会：おおさか市町村職員研修研究センター〉

大阪府社会福祉施設人権活動推進協議会

大阪府市町村ボランティア連絡会

６. 対　象

定員300名
ボランティア、ＮＰＯ団体など社会福祉関係者、行政関係者、

テーマに関心のある府民など　
７．参加費　　無料
８．参加申込【締切：2月20日（月）】
1 参加者氏名・連絡先をＦＡＸ、電話、郵送等で下記までお申し込みください。
申込先：〒542-0065　大阪市中央区中寺1－1－54
（福）大阪府社会福祉協議会　総務企画部

ＴＥＬ：０６－６７６２－９４７１
ＦＡＸ：０６―６７６４－５３７４
2  マッセOSAKAホームページ（http://www.masse.or.jp/）からもお申込みできます。
※定員になり次第締め切らせていただきます。
※ホームページからお申込みいただいた方は、申込み完了メールをプリントアウトし、
当日、受付にて提示してください。
９．問合先　（福）大阪府社会福祉協議会　総務企画部【担当】居関
ＴＥＬ：０６－６７６２－９４７１

　　　　　　　（公財）大阪府市町村振興協会（マッセＯＳＡＫＡ）
ＴＥＬ：０６－６９２０－４５６５
マッセ・市民セミナー
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「防災から減災へ」








